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１．親和自治会のご紹介

■会員数：75世帯

（加入率65%程度）

■70歳以上 43世帯

（約57％）

（内、一人暮らし ９世帯）

東大和市駅

東大和病院

■主なイベント

・敬老の会

・グラウンド・ゴルフ

・演芸会

・防災セミナー

・防災訓練

・たまり場サロン（1回／月）

（敬老の日、70歳以上の世帯にプレゼント）

（※）

（※）
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２．親和自治会デジタル通信 スマホ実演 プロジェクターでスマホ画面表示

プロジェクタ

PC

スマホ電源

HDMIケーブル

D-subケーブル

スマホ

入力切替する

スクリーン



３．親和自治会デジタル通信 ご紹介

（１）開発の経緯

◆開発のキッカケ

昨年4月3日の定期総会にて、「回覧板」をネットで配信して欲しい、旨の要望があった。

◆「回覧板」に対する問題意識 と 「親和自治会デジタル通信」 運用の目的

▪「回覧板」は、見守りの一つの手段として、”出来るだけ対面で、少しでも会話する” ことが重要。

▪一方で、各ご家庭の様々な事情があり、ポスティングも難しい世帯がある。

▪日本全国の自治会では、自治会独自のデジタルツールを作るところが増加

対面にこだわらず、もっと会員間の自由なコミュニケーションを活性化したい
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「回覧板」の機能だけでなく、 “自治会内のコミュニケ―ション活性化に発展するもの“ にトライする

親和自治会も



◆基本機能 （2023年4月運用開始時点）

①防災活動 （活動の考え方、実施概要紹介）

②回覧板 （ 画面から参加申込み可能：最新〜1年間保管）

③イベント紹介 （自治会のイベントの日程、概要紹介）

④たまり場、映画サロンの案内（最新の案内）

⑤その他

▪イベントサポーター募集案内

▪自治会長へのなんでも連絡（困りごと、情報提供 他）

▪回覧板登録変更（“デジタル通信“ のみに変更など）

当面、会員同士の井戸端会議（チャット）機能は実装せず。（今後の活用状況、要望により検討）
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＜特徴＞

●「新しい情報が出たよ」 をメッセージで知らせる

●いつでも、どこでも、何度でも見れる 「あれはいつだっけ？」 「どこだっけ？」 にも応える
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◆しくみの基本構成

LINEから
「親和自治会デジタル通信」に入る

スマホ

➀

➁

「親和自治会デジタル通信」
（LINE公式アカウント）

「親和自治会」 画面基本パターン
（webホームページ )

下線のある項目表示を選択すると、
該当のファイルが表示される。

参加申込表を選択（タップ）すると、参
加申込の入力表が表示されるので、必要
事項を記入し、「送信」を操作する。

親和自治会デジタル
通信

１．***のご案内

２．△△のお知らせ

参加申込表

12月8日回覧板
③

④

：Google sites

自治会名 LINE ホームページ（HP）

南新井自治会
(東京都日野市)

LINE公式アカウント Google sites

桜が丘親和自治会
(神奈川県大和市)

LINE公式アカウント なし

下立町自治会
(兵庫県丹波篠山市)

LINE公式アカウント なし

（ツールの特徴）
・無料版
・回覧板掲示など、情報更新時、
メッセージで通知できる。

・無料版
・多様な操作ツールやフォームが
あり、比較的簡単に作成できる。

◆他地区の自治会 「電子回覧板」 の基本構成例

「親和自治会デジタル通信」は、それぞれのツールの特徴を生かす構成とした。

どっとネットの会、栄3丁目自治会
のご指導・ご支援により、基礎知識
学習後、自力で開発。

全くの知識ゼロ状態から
HP ：約1.5か月
LINE ：約1.0か月

（大村1人で作成）

どっとネットの会、栄3丁目自治会
のご指導・ご支援により、基礎知識
学習後、自力で開発。

全くの知識ゼロ状態から
HP ：約1.5か月
LINE ：約1.0か月

（大村1人で作成）

連携

◆開発のやり方と工数



6

（２）現在の運用状況と今後の活用の展望

●運用開始時：

→  “従来の紙の回覧板” は、（全世帯）従来通り回覧

●「親和自治会デジタル通信」 だけで良い世帯は：

→  “従来の紙の回覧板を中止できる

（デジタル通信の機能で登録、又は 組長／会長に直接連絡）

◆「親和自治会デジタル通信」と “従来の紙の回覧板” の取扱い方 ◆今後の活用の展望

●友だち登録数 35 （2023年5月25日現在）

内訳（推定）： 自治会会員 15〜20

（全会員数：75世帯の20%程度？）

会員以外 15〜20

（他の自治会、会員の友人他）

●紙の回覧板中止した世帯 8世帯 （2023年5月25日現在）

[1] 「デジタル通信」 活用者数の増進

⇒ スマホ教室等によるスマホ活用能力向上

[2] 「つながる」機能の増強

⇒ 会員同士のチャット機能

▪井戸端会議

▪会員同士の小さなお節介と助け合い増進

増加する高齢者の介護予防

▪栄養 ▪運動 ▪社会参加（つながる）

の一助として、自治会内の活用促進を図る

（会員の意見を聞きながら）

70歳以上の50%（22世帯）以上を友だちに！

●チャット活用ニーズの盛り上がり

会員以外 大歓迎！！

（親和自治会に興味を持って欲しい）
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「親和自治会デジタル通信」（LINE公式アカウント） 友達登録

（１）LINEアプリのダウンロード （Apple i-phoneの操作）

（既にLINEをお使いの方は、この項スキップしてください）

①「App Store」で「LINE」を検索し、ダウンロード後、「開く」。

（２）「親和自治会デジタル通信」（LINE公式アカウント） 友達登録

右記、友達登録用QRコードを読み取る。

QRコード読取

（※）iphone13での操作例
メーカー、機種により異なる場合があります。

＜配布資料＞

問合せ先：

親和自治会 （会長）大村

メール： masaru1omura@gmail.com

電話： 080-3171-8124

本件にご興味、疑問等ありましたら、

下記までご連絡ください。


